
2025年10月4日土曜日
弊社会長 北口賢二のお別れの会を無事執り行うことができました
こと、心より感謝申し上げます。
またご多用中にもかかわらず多くの皆様にご来臨いただき、誠にあ
りがとうございました。
これから私たちは故人の志を受け継ぎ、より一層精進してまいりま
すので、変わらぬご指導ご鞭撻、ご愛顧を賜りますようお願い申し
上げます。

株式会社キタグチ 代表取締役 北口 誠
他社員一同

10月18・19日、大分県のオートポリスで
開催されたスーパーGTの観戦に行ってきまし
た。18日は午後から雨の予報、しかし朝から
ウソみたいに晴れており各チームともに練習
走行は順調そうでした。

そして午後からの予選がスタート！...が、天
気予報通り雨模様となり、これから激しく降るのか小雨のままなのか、
タイヤのチョイスなどで苦労している様子の各チームでしたが、無事に
予選を終えたようでした。

19日は朝から濃霧が発生しましたが時間と共に次第に霧も無くなり、
無事決勝が行われました。レース中は、いかに優勝または上位に食い込
むか、そのためのドライバー交代、ピットインするタイミング、タイヤ
マネジメントなど各チームの様々な作戦が見て取れました。抜きつ抜か
れつの攻防も勿論、これぞ決勝とい
うレースをしっかり楽しめました。

是非皆さん、オートポリスでスー
パーGT観戦はいかかでしょうか。
そして今回の観戦で思ったことは、
こまめな天気予報のチェックを怠ら
ず！ということ。

降らないと分かっていても車内には雨具の用意、そして寒暖差に対応
できる服装の用意をお忘れなく(^_-)-☆山は想像以上に気温、天気が変
化しますので、気をつけて観戦をお楽しみくださいね。

子供の頃、よく登った山。家族とだったり、
友達とだったり。山頂には白い灯台がそびえ
立っており、夜はその存在感をより一層高め
ていた。

よく考えてみると、記憶にある初めての山
歩きはあの小高い山だ。私が使用していた山
頂へのアクセスポイントは2ヶ所あった。墓
地を通り抜けていく道とその反対側、実家近
くの山から登っていく道。後者の方が険しか
ったと記憶している。父と山歩きに行くとき
はいつもその険しい方からだった。父は何時
も腰にかっこいい柄の鉈をぶら下げて歩いて
いた。そういえばあの鉈はどこに行ったのだ
ろうか。祖父とは墓地を抜けていく道から。

アミと虫かごをもってクマゼミを捕まえながら灯台を目指した。素手で
クマゼミを捕える祖父には感嘆したものだった。そのセミに耳元で鳴か
れて耳鼻科通いしたことまで思い出す。

その山に最後に登ったのは中学生の頃だった。その時は父母と弟と一
緒だったはず。母の手製の弁当を持ち、当時の牛深中学校の生徒は必須
アイテムの青いジャージを着て登った。山頂から見える東シナ海がキラ
キラと輝いていた。海苔の巻いてあるおにぎりが大変美味しかった。

あれから35年ほどが経った。山は今どうなっているのだろうか。聞
いた話しでは灯台は最近立替えられたらしく、墓地側からのアクセスは
可能らしい。険しい方は？もはや誰も知らない幻のルートのようだ。
20年前までは通れたはずだ。事実、弟が灯台まで行って無事に帰って
きている。その後が不明だ。

想像するに、人が通らなければその道は藪に覆われ、どこが道だった
のかもわからない状態なのではないか。野犬が住み着いているなんて言
う噂も聞いた。そういえば昔から居たな、野犬。アクセスポイントの側
には民家も建ったので、今ではポイントに辿り着く事すら難しいのかも
知れない。

麓の港からあらためて山を眺める。木が高く生い茂り、灯台が見えな
くなっている・・・そして、もっと高い山だったけどな・・・と思う。
もう一度見上げる、一抹の寂しさが襲うと同時に、たくさんの思い出が
甦る。もう歩く事もない小高い山への道、そこに立つ白い灯台。

’25
ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。
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Because it’s there.
文・写真/黒鶴真哉●●● 山と海にまつわる今と昔のこと ●●●

#007 懐かしの山

2025年6月撮影 本文中にある山。
実家脇の道からも灯台は⾒えなかった。

御 礼

いつもお世話になっております、工場の岡本です。釣り○カ紀行、今
回は通詞島発の船で夜焚き（イカ釣り）に行ってきました。釣り場は、
甑島沖でございます。イカをこれでもか！と、いうくらいに釣り上げる
というミッションを達成すべく勇ましく乗船しました。釣り場に向かう
途中には虹も見え、もはや爆釣の予感しかしませんでした。

甑島沖到着、いざ決戦！！餌木投入！！・・・繰り返す事○時間、爆
釣には程遠く、釣果は伸び悩み寂しいものとなってしまいました(T_T)

それでもサイズの良いイカがちらほら釣れましたので、何日分かのご
飯のお供を確保することが出来ました。面目は保てました。来シーズン
はサイズはもちろんのこと大爆釣の報告をします！！お楽しみに。

『釣り○カ紀⾏
〜如何ともしがたい
夜焚きのイカ編〜』

文・写真/岡本峻悟

次回、200号!!

インフルエンザが今年も早め
に流行期に突入したようです。
大流行して手に負えなくなる前
に、しっかり予防に努めましょ
う。先ずは基本中
の基本、手洗いと
うがいから！！
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文・写真/大林博昭

石鹸での手洗いにより、手のひらの100万個のウイルスは
数個にまで減少します︕︕


